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６月２２日(月)

・朝自習＋お昼 テスト勉強

１ 月の１

２ 月の２ ・完全下校15:20

３ 月の３

４ 月の４

５ 月の５

６ 月の６

短縮時程 給食あり 簡単清掃 部活なし

６月２３日(火)

・朝自習＋お昼 テスト勉強

１ 火の１

２ 火の２ ・完全下校15:50

３ 火の３

４ 火の４

５ 火の５

６ 火の６

普通時程 給食あり 簡単清掃 部活なし

６月２４日(水)

・朝自習＋お昼 テスト勉強

１ 期 英語

２ 末 理科 ・生徒会専門委員会

３ テ 社会

４ ス 国語

５ ト 数学

普通時程 給食あり 簡単清掃 部活～18:15

６月２５日(木)

・朝自習 色ナビ 数学９

１ 木の１

２ 木の２ ・ＳＳＷ来校

３ 木の３

４ 木の４

５ 総 合

６ 総 合

普通時程 給食あり 簡単清掃 部活～18:15

６月２６日(金)

・朝自習 色ナビ 英語９

１ 金の１

２ 金の２

３ 金の３

４ 金の４

５ 学 活

普通時程 給食あり 簡単清掃 部活～18:15

６月２２日(月)

～６月２６日(金)

期末テストまであと５日！

最後の追い込み
この土日を
どう過ごす!?

① たった１回のテストで

コロナの影響で中間テストがなくなったため、今

学期の定期テストは、５日後に控える期末テストの

みとなりました。たった１回のテストで、１学期の

成績が決まってしまいます。

② 結果がすべて

どれだけの時間を費やしても、どれだけの量をこ

なしても、求められるのは結果です。テスト本番で

納得できる点数をとるためのテスト勉強を行ってく

ださい。

③ 提出物 当たり前に…

１学期の成績は、テストの結果だけで決まるわけ

ではありません。普段の授業への取り組み(関心・

意欲・態度)や課題の提出も、成績に大いに影響し

ます。各教科の様々な課題は、３年生として、受験

生として、期限を守って当たり前に提出できるよう

にしましょう。

④ 高校入試への影響

私立高校の受験のときは、３学年については、１

学期、２学期、それぞれの成績(評定)も大変重要に

なります。まずは、納得できる１学期の成績を残す

ために、テスト勉強や課題提出に全力を注ぎましょ

う。今のがんばりが、半年後の受験のときに生きて

きます。

いじめ０(ゼロ)宣言

いじめに関する熟議
〔話し合いの様子〕



修学旅行 意識調査 結果
① 「修学旅行に行きたい？ 行かせたい？」

は い いいえ

５３人 １５人
生 徒

(７８％) (２２％)

４２.５人 ２４.５人
保護者

(６１％) (３５％)

判断できない３人

②「修学旅行に代わる旅行に行きたい？ 行かせたい？」
は い いいえ

５８人 １０人
生 徒

(８５％) (１５％)

５２人 １１人
保護者

(７４％) (１６％)

判断できない７人

○コロナの状況や受験生のため勉強等、健康面、学習

面、様々な事を考慮しながらになりますが、思い出

の１つとして可能ならば行かせたいと思います。

○一生に一度しかない中学３年生の修学旅行が中止に

なってしまうのは、あまりにかわいそう。このよう

な状況の中、中止にするのではなく、どのようにし

たら少しでも安全に思い出づくり、絆を深められる

かと、模索しながら修学旅行の実施をあきらめない

であげたいと思う。

○中学校生活で１番の思い出になると思うので。高校

へ行くと、みんなと離ればなれになってしまうので。

○子どもの「中学校生活の中で楽しみにしていた修学

旅行へ行きたい」という思いを尊重したいです。今

後の感染状況にもよるので難しい判断ではあります

が、中体連の中止等のため既に喪失感を抱えており、

更に修学旅行まで無くなる事で子どもの精神面への

影響が心配です。

修学旅行に行かせたい保護者の理由

○何事においても、一所懸命に取り組む県中生…中体

連は残念なことに交流大会等へ代替となってしまい

ましたが、修学旅行の楽しみまで奪ってしまうのは

準備段階の姿を思い出すと、親として心が痛みます。

見えない敵（新型コロナ）と戦うのは、どんな場面

においても不安との背中合わせだと思います。万全

の防備（消毒、マスクなど）で行ってきてほしいで

す。

○９年間過ごしてきた仲間との最後の旅行なので、思

い出作りとして行かせたいと思います。

○一生に一度しかない中学校の修学旅行なので、ぜひ

友達や先生方と心に残る思い出を作ってほしいと考

えています。

○楽しみにしている行事だと思うから。様々な行事が

中止になっているので、修学旅行までなくなってし

まうのは残念。中学校最後の年の思い出を作る上で

も修学旅行に行かせてあげたいと思う。

○予定日の頃にコロナウイルスの状況が落ち着き、安

心できるレベルであれば予定通り行かせたいと思っ

ています。場所が首都圏ということが気になるとこ

ろでありますが、修学旅行は本人も前々から計画し、

楽しみの行事ですので、実現させてあげたいのが本

心です。

修学旅行に行かせたくない保護者の理由

●東京方面ということですが、未だに収束していない

現状で行かせる事はリスキーだと思います。思い出

も大事ですが、命には変えられない、子供達も感じ

ていると思います。

●本当の意味で、コロナがまだまだだと思うから（日

本、世界中）

●現在の東京の感染者数が０にならない状況を考える

と一定数のコロナ感染者はいると思われます。もし、

感染者が発生すると今後の予定も心配です。

●東京はまだ感染者が増えそう。安心して自由に過ご

せなそう。もし行って、子供が感染したらと思うと

不安。

●修学旅行に行かせたい思いはあるが、コロナ感染の

リスクが高い場所に、今の時期にわざわざ行かせる

必要はないと思う。帰宅後、感染していないかと不

安な時間を過ごさせるのもストレスになる。感染し

た場合、重症化しない保証もないし、後遺症も心配。

また、子どもが感染リスクの高い場所へいくことに

より、家族全員の行動も制限されてしまう。（登校

できない、出勤停止等） 難しい問題です。

●正直迷うところ。行っても大丈夫な気持ちもあるが、

人との距離のとり方が今まで経験ない常識になりつ

つある。（東京に限ったことではないが）みんなで

最後の思い出を、と考える子どもたちの気持ちは分

かるが、最高の思い出にも最悪な思い出にもなりそ

うだ（感染してしまうと） どこに行ってもリスク

があるが、強行したところで、先生方、引率者のこ

とも考えると、ムリすることは（行く）ないと思う。

●万が一、我が子、または学年の生徒さんが感染した

場合、県北中休校だけではすまず、それぞれの家庭

が濃厚接触者家族となり自宅待機を強いられる。

アンケートのご協力ありがとうございました。前回

お知らせした生徒の結果と合わせて、上記の通りとな

りました。予想以上に、生徒も保護者も、新型コロナ

ウイルスに感染するリスクを踏まえた上で、修学旅行

へいくことを控えた方がよいと考える方がかなり多い

ことがわかりました。

今回、生徒及び保護者のみなさんから頂いた貴重な

ご意見を踏まえ、文科省や県教委からの指導を頂きな

がら、町教委とともに実施の可否について判断したい

と思います。


